
(1)                 気仙沼高校通信（全日制）      令和７年(2025年) 2月吉日 

 

終
業
式
・
賞
状
伝
達
式 

５月１４日 マ

５月２１日 ダンス部 はまなすホール 

新入生代表宣誓 

吹奏楽部 

マンドリン部 

ダンス部 

～ 沢 山 の 思 い 出 と と も に

 

１
２
月
１
０
日
（
火
）
～
１
３
日
（
金
）
の

３
泊
４
日
の
日
程
で
、
２
学
年
修
学
旅
行
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
京
都
・
大
阪
を
中

心
に
、
班
別
自
主
研
修
、
ク
ラ
ス
毎
の
コ
ー
ス

別
探
究
学
習
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
定
し

研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
節
柄
、

体
調
不
良
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
大
き
な
怪
我

な
ど
も
な
く
全
員
無
事
元
気
に
気
仙
沼
に
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
１
月
に
は
班
別
研
修
の
成
果
・
思
い

出
が
詰
ま
っ
た
沢
山
の
ポ
ス
タ
ー
が
校
舎
内
に

展
示
さ
れ
、
充
実
し
た
修
学
旅
行
の
学
び
を
他

学
年
も
含
め
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

１
２
月
２
３
日
（
月
）
賞
状
伝
達
式
・
終
業
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
賞
状
伝
達

式
で
は
、
今
年
度
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
や
、
全
国
大
会
や
東

北
大
会
で
活
躍
し
た
文
芸
部
、
弓
道
部
、
陸
上
部
、
ダ
ン
ス
部
、
演
劇
部
、
合
唱
部

の
他
、
高
校
生
地
産
地
消
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
、
落
合
直
文
短
歌
大
会
上
位

入
賞
者
な
ど
多
数
の
部
・
個
人
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
業
式
で
は
、
校
長
先

生
の
お
話
の
あ
と
、
野
球
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
が
全
校
生
徒
の
前
で
校
歌
斉
唱
を
リ
ー

ド
し
、
全
員
で
校
歌
を
歌
い
令
和
６
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

団
体
の
部 

 
 

男
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部 

 
 

ダ
ン
ス
部 

 
 

文
芸
部 

 

 
 

演
劇
部 

 
 

合
唱
部 

 

１
学
年
家
庭
基
礎
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、

１
１
月
２
８
日
（
木
）
株
式
会
社 

シ
ル
バ
ー

ウ
ッ
ド 

大
野
様
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
Ｖ
Ｒ

ゴ
ー
グ
ル
を
利
用
し
た
介
護
体
験
授
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
体
験
授
業
で
は
、
視
空
間
失
認

の
体
験
の
他
、
認
知
症
の
症
状
の
１
つ
で
あ
る

「
幻
視
」
を
体
験
す
る
な
ど
、
高
齢
者
や
認
知

症
当
事
者
の
視
点
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。 

 
授
業
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は
「
当
事
者
の
思

い
を
感
じ
、
も
っ
と
寄
り
添
う
べ
き
だ
と
思
っ

た
。
」
と
の
意
見
が
多
数
あ
り
、
有
意
義
な
体

験
授
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 



(2)                 気仙沼高校通信（全日制）       令和７年(2025年)  2月吉日 

北海道滝川高等学校来校 

生徒総会 

壮行式 

地
域
社
会
研
究
・
課
題
研
究
全
体
発
会
表
会 

 
 

 
 

 

毎
年
恒
例
の
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
が
１
月
２

８
日
（
火
）
本
校
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
南
三
陸
高
校
、
本
吉
響
高
校
、
気
仙
沼

向
洋
高
校
と
本
校
の
４
校
の
生
徒
会
代
表
２

５
名
が
集
ま
り
、
自
己
紹
介
の
あ
と
校
舎
見

学
を
は
さ
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
の
学

校
行
事
の
在

り
方
や
盛
り

上
げ
方
な
ど

に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行

い
ま
し
た
。 

 

今
年
も
北
海
道
滝
川
高
等
学
校
と
の
交
流
会

が
１
月
７
日
（
火
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
滝

川
高
校
１
、
２
年
生
理
数
科
・
普
通
科
の
皆
さ

ん
が
１
０
名
ほ
ど
来
校
し
、
本
校
の
生
徒
会
執

行
部
の
生
徒
と
交
流
を
し
ま
し
た
。 

 

校
長
先
生
の
挨
拶
の
あ
と
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
を
挟
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
紹
介
や
気
仙

沼
ク
イ
ズ
、
防
災
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
、
時
間
一
杯
ま
で
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

 

１
月
２
５
日
（
土
）
１
学
年
地
域
社
会
研
究
・
２
学

年
課
題
研
究
の
全
体
発
表
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
年
生
は
グ
ル
ー
プ
で
計
５
２
の
テ
ー
マ
、
２
年
生

は
個
人
毎
に
１
８
２
の
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
約
１
０
ヶ

月
に
わ
た
っ
て
探
究
し
て
き
た
内
容
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
今
回
は
ゲ
ス
ト
発
表
と
し
て
石
巻
好
文
館
高

校
の
皆
さ
ん
に
も
３
テ
ー
マ
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。 

 

身
近
な
疑
問
か
ら
膨
ら
ん
だ
テ
ー
マ
や
、
気
仙
沼
の

地
域
を
題
材
に
し
た
テ
ー
マ
、
地
球
規
模
の
テ
ー
マ
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
様
々
な
テ
ー
マ

で
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
Ｓ
Ｇ

Ｈ
Ｎ
運
営
指
導
委
員
の
先
生
や
ア
ド
バ
ー
ザ
ー
の
先

生
、
参
観
し
た
保
護
者
の
方
々
か
ら
鋭
い
質
問
が
飛
び

交
う
な
ど
、
新
た
な
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た

有
意
義
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
関
係
各
所
の
皆
様
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
、
御
指

導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
開
催 

個
人
の
部 

 
 

男
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部 

清
原
崇
史 

初
貝
柊
哉 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
原
史
晴 

吉
田
雅
豊 

 
 

陸
上
部 

石
川
花
音 

 
 

弓
道
部 
畠
山
夢
那 

 
 

文
芸
部 
畠
山
慎
平 

昆
野
永
遠 

佐
藤
み
ち
る 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

昆
野
瑠
音 

尾
形
春
陽 

畠
山
結
菜 

令
和
６
年
度
高
校
生
地
産
地
消 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者 

 

 
 

川
上
采
姫 

熊
谷
彩
七 
吉
田
翠 

 

佐
藤
翔
真 

 

 
 

芳
賀
俊
甫 

阿
部
吾
公 
佐
藤
百
華 

熊
谷
実
桜 

 

 
 

千
葉
彩
夏 

内
海
華
央 

菅
野
凛
々
子 

 

 
 

千
葉
珂
怜 

尾
形
彩
葉 

村
上
紗
彩 

 

落
合
直
文
短
歌
大
会
上
位
入
賞
者 

 

 
 

松
岡
寧
佳 

鈴
木
琴
葉 

畠
山
慎
平 

 
 

小
野
寺
椎
菜 

 
 
 
 

（
紙
面
の
都
合
上
一
部
を
掲
載
） 

 

多
賀
城
高
校 

３
・
１
１
メ
モ
リ
ア
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

R
e
-
D
i
t

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加 

 

２
月
１
日
（
土
）
多
賀
城
高
校
主
催
の

３
・
１
１ 

メ
モ
リ
ア
ル
Ｒ
ｅｰ

Ｄ
ｉ
ｔ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
、
本
校
１
年
生
の
グ
ル
ー
プ
４

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
震
災
伝
承
マ
ッ
プ

で
震
災
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
遠

く
大
阪
や
石
川
県
か
ら
も
高
校
生
が
参
加

し
、
全 

国
規
模 

で
の
交 

流
会
と 

な
り
ま 

し
た
。 


